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糖
尿
病
と
相
関

及
ぼ
し
や
す
く 、
サ
ル
コ

ペ
ニ
ア
を
発
症
す
る
リ
ス

ク
が
高
い 。
反
対
に 、
サ

ル
コ
ペ
ニ
ア
を
発
症
す
る

と
糖
代
謝
が
さ
ら
に
悪
化
節
の
状
態
は
歩
き
方
に
直
囲
の
著
し
い
減
少
や
歩
行

注
目
す
べ
き
は 、
歩
行
ル
コ
ペ
ニ
ア
を
有
す
る
患

し 、
糖
尿
病
自
体
の＿
層
接
現
れ
る
こ
と
か
ら 、
誰
速
度
の
低
下 、
歩
幅
の
短
速
度
と
は
無
関
係
に 、
矢
者
に
お
い
て
有
意
に
認
め

の
重
症
化
が
懸
念
さ
れ
も
が
日
常
的
に
行
う
「
歩
縮
が
起
き
て
い
る
こ
と
が
状
面
で
の
足・
足
首
関
節
ら
れ
た
点
に
あ
る 。
足・

る 。
こ
の
た
め 、
糖
屋
病
行」
に
着
目
し 、
動
き
の
明
ら
か
に
な
っ
た 。

の
運
動
範
囲
の
減
少
が
サ
足
首
閲
節
の
運
動
範
囲

患
者
に
対
し
て 、
サ
ル
コ

特
徴
か
ら
身
体
機
能
の
変

が 、
デ
ジ
タ
ル
バ
イ
オ
マ

ペ
ニ
ア
の
早
期
発
見
と
積
化
を
読
み
解
く
研
究
を
進

ー
カ
ー

と
し
て 、
糖
尿
病

極
的
な
介
入
に
よ
る
症
状
め
て
き
た 。
2
型
糖
尿
病

患
者
の
身
体
機
能
の
変
化

の
改
善
が
重
要
と
さ
れ
て
の
高
齢
患
者
を
対
象
に 、

を
客
観
的
に
捉
え
る
新
た

い
る 。
し
か
し 、
従
来
の
3
次
元
動
作
解
析
装
置
を

な
指
標
と
な
る
可
能
性
を

篇
に
は 、
専
門
的
な
知
用
い
て 、
歩
行
速
度
や
歩

示
し
て
い
る 。

識
や
高
価
な
体
組
成
装
置
幅
だ
け
で
な
く 、
歩
行
中

が
必
要
で
あ
る 。
そ
こ
の
関
節
の
動
き
を
定
羅
化

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
と
は 、

で 、
簡
便
か
つ
実
用
的
な
し
た
（
産
総
研・
香
川
大

設
定
さ
れ
た
診
断
基
準
よ
診
断
法
が
求
め
ら
れ
て
い
学
と
の
共
同
研
究）

。
そ

り
も 、
骨
格
筋
量
の
減
少
る 。

の
結
果 、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア

や
筋
カ・
身
体
機
能
の
低

を
有
す
る
患
者
で
は 、
有

足
首
関
節
に
着
目

下
し
た
状
態
を
指
す 。
加

さ
な
い
患
者
と
比
較
し
て

齢
や
栄
養
不
足 、
疾
患
な

産
総
研
は 、
筋
力
や
関
足・
足
首
関
節
の
運
動
範

ど
が
原
因
で
発
症
す
る 。

2
型
糖
尿
病
は 、
筋
肉
の

代
謝
や
機
能
に
悪
影
響
を

技術で
末

身
体
機
能
の
低
下
防
ぐ

サルコペニアの有無による動作の違いを定量

2型糖尿病の高齢患者

サルコペニア
なし

サルコペニア
あり

3次元動作解析

⑯ 
ー産巌

．

llfの挑戦一

。
＾

歩行速度、足・足首関節の
運動範囲などを定量化

...
 

な
デ
ー

タ
に
基
つ
い
て
お
定・
評
価
で
き
る
技
術
の

鳳
隠
サ
ル
コ
ペ
ニ
り 、
世

闘
に
も
意
義
の

塁
と
普
及
を

贔
す 。

ア
に
関
す
る
研
究
は
進
展
あ
る
成
果
で
あ
る 。

こ
の
取
り
組
み
は 、
高
齢

し
て
い
る 。
し
か
し 、
関

今
後
は 、
自
宅
や
医
療
化
が
進
む
社
会
に
お
い

節
遭
動
の
数
値
化
デ
ー

タ
現
場
で 、
身
近
に
あ
る
ス
て 、
医
療・
介
護・
ヘ
ル

に
基
つ
い
て 、
詳
細
な
評
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
家
庭
用
ス
ケ
ア
の
幅
広
い
領
域

価
を
行
っ
た
例
は
少
な
の
セ
ン
サ
ー

な
ど
を
用
い
で 、
身
体
機
能
の
評
価
や

い 。
産
総
研
の
研
究
は 、

て
デ
ジ
タ
ル
バ
イ
オ
マ
ー

医
療
の
効
率
化
に
寄
与
す

高
齢
の
糖
尿
病
患
者
を
対
カ
ー

の
デ
ー

タ
を
簡
単
に
る
と
期
待
さ
れ
る 。

象
と
し
て
得
ら
れ
た
希
少
取
得
し 、
身
体
機
能
を
推

（
木
曜
日
に
褐
載）

希
少
デ
—

夕
蓄
積

歩
行
を
定
量
化、
岸
期
発
見

................................................................................... 
産総研セルフケア実装研究
センタ 一生体・運動機能研究
チ ー ム（兼務健康医工学部門
運動生理学・バイオメカニクス
研究グルー プ） 主任研究員

土田和可子

9 ,  

長崎県出身。 博土（リハビリテー

ション療法学、 名古屋大学）。20年
に産総研入所。人の身体機能の変化
を早期に捉え、 日常動作から健康を
可視化する研究に取り組み、 その技
術の社会実装を目指している。医工
学を通して、 人が安心して暮らせる
未来づくりに挑戦している。
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